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【主張】 

 子どもが「誰に」伝えたいのかを自分たち自身が決めることで，学ぶ・活動する目的が明確になる

と考える。誰かと仲良くなるには，必ず相手が必要になる。子どもが，「伝えたい」「話したい」「や

ってみたい」と思うのには，必ず「あの人に」という相手がいる。「誰に」を子ども自身が決めるこ

とで，「伝えたい」想いが醸成し，学ぶ・活動する目的を明確する子どもをめざす。 

子どもが「誰に」を決める際，教師が相手を示すのではなく，伝える内容を想像しながら，子ども

自身が「あの人に」という相手と活動のゴールを決めさせることが重要だと考える。伝えたい相手を

自分たちが決めることで，相手によって伝えたい内容が変わるため，その子に沿った目的をもって学

べると考える。 


